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 平成２６年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 皆さんおはようございます。ただいまより平成２６年第２回平取町議会定例会

を開会します。直ちに本日の会議を開きます。本日の出席議員は１２名で会議

は成立します。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１

２２条の規定によって、６番千葉議員と７番松原議員を指名します。 

日程第２、会期の決定を議題とします。このことにつきましては、２月２７日

に議会運営委員会を開催し協議をしておりますので、その結果を議会運営委員

会委員長より報告願います。８番山田議員。 

８番 

山田議員 

８番山田です。本日招集されました第２回町議会定例会の議会運営等につきま

しては、先月２月２７日開催されております、議会運営委員会におきまして協

議し、会期につきましては本日３月３日から３月１４日までの１２日間とする

ことで意見の一致をみておりますので、議長よりお諮り願いたいと思います。

議長 お諮りします。ただいま議会運営委員会委員長より報告がありましたとおり、

会期は本日３月３日から３月１４日までの１２日間とすることにご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、会期は本日３月３日から３月１４日までの１２

日間と決定しました。 

日程第３、諸般の報告を行います。監査委員より、平成２５年１２月分と平成

２６年１月分の出納検査の結果報告がありました。また、日高地区交通災害共

済組合議会、日高西部消防組合議会、平取町外２町衛生施設組合議会に関する

報告がありましたので、併せてその写しをお手元に配布しておきましたので、

ご了承願います。次に、郵送による陳情の一覧及び閉会中の諸事業について、

配布資料のとおりご報告いたします。以上で諸般の報告を終了します。 

日程第４、行政報告を行います。教育行政報告について。教育長。 

教育長 それでは平成２５年１２月定例議会以降における、諸般の教育行政についてご

報告を申し上げます。学校教育事業等についてでありますが、まず１点目、体

罰に関する実態把握調査の実施であります。このことにつきましては、前年度

に引き続いての調査ということになりますが、本年度における実態把握調査に

つきましては、前年度調査において北海道教育委員会が体罰として把握した件

数が９０件にも及んだこと、また、その後においてもこれまでに相当数の体罰

の報告を受け、依然として後を絶たない憂慮すべき状況に鑑み、道教委といた

しまして体罰事故の正確な把握と、事故防止の徹底を図ることを目的に実施す

るものであります。本調査につきましては、１月の各学校始業式から今月下旬
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までの間において小中学校７校に対するアンケート調査票の配布、回収及び回

答内容に基づく事実確認並びに道教委に対する調査結果報告を行っていくもの

となりますが、体罰の実態につきましては、児童生徒及び保護者からのこれま

での回答において、体罰を受けたことがある、見たことがある、聞いたことが

あるとするものが複数あったところであります。また、教員自身からの回答に

おいて、体罰を行ったことがあるかの問いに対し、あるとされたものが１件あ

りました。これらの回答におけるその行為の内容につきましては、こぶしで殴

る、肉体的苦痛を感ずるバツゲーム等となっています。教育委員会においては、

これらの回答を受けるなかで、関係する児童及び保護者、そして教職員に対す

る事実確認を２月中旬までに行ったところでありますが、この事実確認を終え

た時点において体罰として該当すべき事例はあるとの判断を行うなかで、道教

委に対し、調査結果報告書を速報として提出したところであります。今後にお

きましては、該当事案等に対する道教委からの再調査が求められることもある

かと思いますが、より詳細に公表できる段階になりましたら、改めて議会に対

し報告等を行ってまいりたいと考えております。いずれにいたしましても、体

罰事案が実態として発生したことにつきましては、まことに残念なことであり、

町議会そして町民皆様に対し、深くおわび申し上げる次第であります。教育委

員会といたしましては体罰の再発防止に向け、いかなる場合においても、体罰

は許されないとする共通認識を教職員間で図ることの徹底に努めてまいりたい

と考えております。続いて、２点目の平成２５年度全国体力・運動能力、運動

習慣等調査結果についてであります。本調査にありましては、これまでの抽出

方式から悉皆方式として行われたところでありますが、その概要等についてご

報告申し上げます。平取町においては昨年６月から７月にわたり、小学校５校

の５年生あわせて５２名、中学校２校の２年生あわせて３２名、合計８４名を

対象として実施いたしました。調査の内容でありますが、まず実技調査となり

ます体力テストの種目については、小学校中学校ともに握力、反復横とび、２

０メートルシャトルランなどの８種目と、児童生徒に対するアンケート調査と

いたしまして、運動習慣、生活習慣等に関するものとなっております。まず、

小学生における体格でありますが、男女共に身長、体重、座高が全国、北海道

平均を上回りましたが、女子については、全国、北海道と比較し、若干肥満傾

向にある状況となっています。小学生の体力・運動能力面につきましては、男

子児童は握力、反復横とびなど４種目で全国、北海道平均を上回っております

が、女子児童については、ソフトボール投げの１種目が全国、北海道平均を上

回った状況となっています。次に小学生における運動習慣等の調査結果であり

ますが、男子にありましては約６０％、女子においては約４５％の児童がスポ

ーツ少年団活動等に積極的に参加するなかで、ほとんど毎日運動を行っている

と回答されています。続いて、中学生における体格でありますが、まず男子に

つきましては、身長、体重、座高が全国、北海道平均を上回り、女子において

は体重、座高が全国、北海道平均を上回っていますが、特に男女共に体重にお
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いて、全国、北海道平均を大きく上回っており、肥満傾向の生徒が多い状況と

なっています。中学生の体力・運動能力面についてでありますが、男子生徒は

握力などの３種目で全国、北海道平均を上回り、女子生徒は握力、上体起こし

など８種目中６種目で全国、北海道平均を上回っている状況となっています。

このことにおいて、男子生徒の体力面にありましては、平均並みに運動ができ、

体力を持ち合わせている生徒が多い状況であり、女子生徒につきましては体

力・運動能力において優れている生徒の割合が高いものとなっております。次

に中学生における運動習慣等の調査結果でありますが、男子にありましては、

運動部への所属が全体の８４％を占めるとともに、運動部に所属している生徒

は朝食を毎日食べる習慣が確立されている状況となっています。また女子生徒

につきましても、運動部への所属は男子同様全体の８４％を占め、併せて土曜

日、日曜日において運動している生徒の割合が大きいものとなっています。以

上調査結果の概要につきまして申し上げましたが、教育委員会といたしまして

は、本結果を踏まえるなかで、児童生徒の望ましい生活習慣の確立並びに体力

向上への取り組みについて、各学校が主体性を持って実施することができるよ

う、その環境づくりに努めてまいりたいと考えております。続いて３点目の平

成２５年度平取町教育奨励表彰被表彰者の決定及び授与式の実施についてご報

告を申し上げます。本年度における本教育奨励表彰につきましては、１月２９

日開催の教育委員会議において被表彰者について決定を行い、去る２月２６日

に表彰授与式を実施したところであります。被表彰者につきましては、スポー

ツ奨励における１個人で振内小学校５年生の渡邉空知君であります。渡邉君に

つきましては、これまでも空手道における成績優秀者として、本教育奨励賞を

受賞いたしておりますが、本年度におきましては、第５３回空手道糸東会全国

選手権大会小学男子５年形の部において優勝するとともに、第７回糸東流空手

道世界選手権大会に出場したことによる功績が認められての受賞となっており

ます。次に４点目の日高管内教育実践表彰被表彰者の決定についてであります。

本表彰につきましては、日高管内の学校教育の振興に功績のあった者に対し、

実践表彰並びに特別賞を授与するものでありますが、本年度における被表彰者

について、このたび決定されましたので、平取町関係分についてご報告申し上

げます。平取町における被表彰者につきましては、まず実践表彰といたしまし

て、北海道平取高等学校が受賞決定となっております。本校における功績の概

要といたしましては、特色ある学校づくりとしての進路指導の充実であります。

また、特別賞といたしまして、先ほどご報告申し上げました平取町教育奨励表

彰における被表彰者であります、振内小学校５年生渡邉空知君が受賞決定とな

っております。以上長くなりましたけれども、昨年１２月の町議会定例会から、

これまでの主要な教育行政報告とさせていただきます。 

議長 以上で行政報告を終了します。 

日程第５、議案第１号平取町長期継続契約を締結することができる契約を定め
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る条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第１号平取町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制

定についてであります。制定の要旨でありますが、地方自治法第２３４条の３

に規定する債務負担行為によらない長期継続契約を可能とすることについて、

地方自治法施行令第１６７条の１７の規定により、翌年度以降にわたり物品の

借り入れまたは役務の提供を受ける契約でその契約の性質上翌年度以降にわた

り契約を締結しなければ、当該契約に係る事務の取り扱いに支障を及ぼすもの

のうち、条例で定めるものとされております。本条例を制定することにより、

長期契約の締結が可能となり、事務の合理化、迅速化が図られることから、本

条例を制定するものでございます。次のページをお開き願いたいと思います。

第１条、趣旨でありますが、この条例は地方自治法施行令第１６７条の１７の

規定に基づき、長期継続契約を締結することができる契約に関し必要な事項を

定めるものであります。第２条につきましては、長期継続契約を締結すること

ができる契約の内容でありまして、第１号として物品を借り入れる契約で商慣

習上複数年度にわたり契約を締結することが一般的であるもの。この内容につ

きましては、事務用機器でありますとか、情報処理機器、医療用機器、電子複

写機、自動車、庁舎及びその他施設の警備用機器などでありまして、契約期間

につきましては、規則で７年以内とするものであります。第２号として、経常

的かつ継続的な役務の提供を受ける契約で、毎年度当初から提供を受ける必要

がある複数年にわたり契約を締結することを要するものであります。この内容

につきましては、庁舎その他施設の警備業務、保守管理業務、清掃業務、医療

事務、自動車運行業務などでありまして、契約期間につきましては３年以内と

するものであります。第３条につきましては、この条例の施行に関し必要な事

項は規則で定めるものであります。附則といたしまして、この条例は公布の日

から施行するものであります。以上説明とさせていただきますので、よろしく

ご審議のほどお願い申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第５、議案第１号平取町長期継続契約を締結する

ことができる契約を定める条例については、原案のとおり可決しました。 

日程第６、議案第２号平取町税条例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。提案理由の説明を求めます。税務課長。 
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税務課長 議案第２号平取町税条例の一部を改正する条例について、ご説明を申し上げま

す。議案書の３ページをご覧願います。平取町税条例の一部を次のとおり改正

しようとするものであります。次のページをご覧願います。それでは、平取町

税条例の一部改正につきまして、その改正理由をご説明申し上げます。今回の

改正は、平成２６年度にオープンを控えたびらとり温泉の日帰り入館者の入湯

税に係る負担の軽減を図り、その利用の促進を図ることとしたものであります。

また新しい施設は宿泊施設を管理していることから、宿泊者についての入湯税

を新たに規定するため、平取町税条例の一部を改正するものでございます。主

な改正内容といたしましては１点目としまして、日帰り入湯客の入湯税を現行

では１人１日５０円であったところを免除することとしたものであります。ま

た２点目としましては宿泊客の入湯税を１人１泊１５０円とすることとしたも

のであります。それでは条文の改正内容についてご説明を申し上げますので５

ページの新旧対照表をご覧いただきたいと思います。はじめに第１４２条第１

項入湯税の課税免除についてですけれども、第２号を日帰りの入湯客に改める

ものであります。また、日帰りの入湯客を免除する規定としたことにより、改

正前の第２号の平取町民で年令６５才以上の者と第３号から第６号までを削除

したものであります。次に、改正前においては、びらとり温泉が日帰り施設で

あるため、この条文は日帰り入湯客を対象とした課税免除の条文規定となって

おりますが、改正後は宿泊客についても必要があれば課税免除の条文を規定す

ることとなります。そこで（１）１号を削除しないで残してありますが、この

１号については新旧対照表では改正案も現行も（略）となっていまして、年令

１２才未満の者と規定されております。年令１２才未満の者については全国的

にみて、日帰りのみならず、宿泊の入湯税についても免除としている自治体が

多いことから、自治体間の均衡を図る観点から改正後においても１２才未満の

者の宿泊については免除することとしたため、この規定を残すこととしたもの

であります。次に、第１４３条第１項入湯税の税率についてですけれども、前

条で日帰りの入湯税を免除することとしたため、日帰りの入湯税の金額を規定

する必要がなくなったことから、宿泊の入湯税については１人１泊１５０円に

改めるものであります。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、

平成２６年７月１日から適用することとしています。以上で、平取町税条例の

一部を改正する条例の説明を終了しますので、ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
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定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第６、議案第２号平取町税条例の一部を改正する

条例については原案のとおり可決しました。 

日程第７、議案第３号平取町農業研修生住宅管理条例の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。提案理由の説明を求めます。産業課長。 

産業課長 議案第３号平取町農業研修生住宅管理条例の一部を改正する条例についてご説

明いたしますので、６ページをお開き願います。今回の条例の一部改正につき

ましては、平成２５年度におきまして町内紫雲古津地区に農業研修生用の住宅

が新たに１棟２戸建設され、３月末に完成することにより、条例の一部を改正

しようとするものであります。それでは改正内容を説明いたしますので８ペー

ジの新旧対照表をご覧願います。第３条、名称及び位置の表に新たに建設され

る住宅を追加いたします。名称につきましては、平取町紫雲古津農業研修生住

宅、位置につきましては沙流郡平取町字紫雲古津２２５番地３０であります。

次に別表、これは第５条関係でございますけれどもこれについては家賃の決定

についてであります。表にそれぞれ追加されるものでございまして、住宅名に

つきましては平取町紫雲古津農業研修生住宅、管理戸数については２戸、建設

年度は平成２５年度、規格につきましては３ＬＤＫ、家賃これは月額になりま

すけれども２万円であります。附則としましてこの条例は平成２６年４月１日

から施行するものであります。以上、平取町農業研修生住宅管理条例の一部を

改正する条例について説明をいたしましたので、よろしくご審議のほうお願い

いたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、平村議員。 

１０番 

平村議員 

この住宅条例はいいんですけれども、実際に２５年度で新規住宅を建てている

ということで、３月の完成ということなんですけれども、実際まだ建っていな

いんですよね。それでこれが３月いっぱいに建つんでしょうか。その辺ちょっ

と現地の方からも言われて、全然完成というか基礎しかできてなくて、本来は

１０月に入札して、２月２０日現在で完了するということになってたんですけ

れども、その辺がちょっとお聞きしたいと思います。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それではお答えしたいと思います。今ご質問ありました新規就農住宅の関係で

ございます。工事、１１月に発注いたしまして、工期は通し工期が２月の２０

日というようになってございました。受注業者、いろんなことがありまして、

事情がありまして、工期を３月３０日まで工期変更してございます。それで、
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年度内に３月３０日までに完成できるということで、私どものほうもそれは十

分承知してますし、業者の確認はとれておりますので、間違いなく３月３０日

には完成できるというように考えております。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。工期延期３月３０日ということなんですけども、延期をいたし

た内容、どういった理由での延期願が出たのか、ご説明いただきたいと思いま

す。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

工期発注しまして、要するに受注者側と工事を下請に入った業者とのちょっと

したトラブルがありまして、詳しくはですね、お聞きすることができませんで

すけども、そういうことで工期変更になったということでございます。 

議長 ９番藤澤議員。 

９番 

藤澤議員 

９番藤澤。ただいまのお２人の議員の質問に関連していることでありますが、

おおよその、風評といいますかね、事情というものは、特に当該地区の方々に

ついては、相当詳しく知っております。それで、そういう意味において、ただ

いまの質問では答弁にならないわけですけれども、果たしてその我々がおさえ

ているところの情報というのは、これまた定かであるかどうかもこれ疑問であ

りますから、３月議会にですね、それ以上のことを質問して、さらに詳しく答

弁を願えるのかどうかという、これがちょっと疑問があるんですね、プライバ

シーの問題もありますから。でありますので、工期やむなし延長やむなしある

いはただいま答弁いただいたように３月中にはでき上がるという、お互いに責

任のある立場での答弁でございますので、どうか約束期間内にですね、引き渡

しができるように、お願いしたいと思います。なおさらに事情が起きまして、

こちら側にも説明の必要があるという場合はですね、ほかに会議の持ち方もあ

りますので、どうかその辺もご配慮いただいて進めていただきたいと思います。

これ答弁ちょっと難しいと思いますけども、いかがなものでしょうか。 

議長 副町長。 

副町長 それではお答え申し上げたいと思います。この農業研修生の住宅については、

皆さんご承知の通り平成２４年度の農村漁村活性化交付金の事業として平成２

５年度に繰り越して実施した事業でございます。当初の工期が先ほど来申し上

げておりますとおり２月２０日が当初の工期ということで、国にもその旨の連
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絡をしてですね、２月いっぱいには完了届け含めて提出をするということでご

ざいましたけども、先ほど来、前川課長からご説明しているとおり、これは業

者の都合でございますけども、いろいろ業者の事情がございまして、どうして

も２月２０日までに完成させることができないというような状況のなかで契約

上にあります、甲乙協議をして工期延長について決めたということでございま

す。工期の延長については既に農水省とも協議をして延長についてはご了解を

いただいているというようなことで進めております。請負業者とも協議をして、

そういうような国の交付金事業であるということと、２４年度の繰り越し事業

であるというようなことも十分業者とも協議をしてですね、今申し上げました

３月３０日までに必ず完成をさせるというような業者との協議のもとで進めて

いくということでございますので、その辺については十分ご理解をいただきた

いと思います。先ほど来、藤澤議員のお話にもありましたとおり、これが今後、

また別なかたちで議会と協議するというようなことは、今の段階ではおそらく

ないというふうに思っておりますけど、もしなにかあればその点についてまた

議会とご相談申し上げたいというふうに思いますのでひとつよろしくお願いし

たいと思います。以上でございます。 

議長 ほかございますか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

説明は受けてわかりますけれども、なぜここへ来るまでに、もう少し工事の進

捗状況を現場のほうで、町のほうから監督をするなり、何かそういう方法はな

かったのかどうか、やったのかどうかその辺も聞きたいと思います。また昨日

も私見てきましたけれど、ほとんど基礎しかできてなくて、あと２０日かちょ

っとね３月３０日までって看板は書き替えてありましたけれども、１か月もな

いなかで、どうやってやるのかそれも不思議なくらい、不思議に思ってまいり

ました。また業者へのペナルティーとかそういう何かの条件もないのかどうか

その辺もお伺いしたいと思います。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

工事につきましては、発注者側が工事の監督義務がございますので、当然私ど

ももうちの職員の担当者も数回ですね、４回ほど現場見に行っております。進

捗状況、若干遅れてるっていうことが発覚した時点でそういうその理由の追求

等もちろんしておりますけど、先ほど言いましたように下請け業者といろんな

トラブルがあって、その整理にちょっと時間がかかったということで、そうで

あれば、工期変更するなかで何とか３月３０日までにでき上がるという確約が

とれましたので３月３０日に変更して進めたという経緯がございます。ペナル

ティーという話ございましたけども、契約の約款上、契約条項上にございます

けれども、工期変更したということになれば工期変更した３月３０日に完成し
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なければ違約金が発生しますけれど、今の段階で違約金が発生するということ

はございませんのでよろしくお願いしたいと思います。 

議長 ほかございませんか。ないようですので、質疑を終了します。次に討論を行い

ます。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第７、議案第３号平取町農業研修生住宅管理条例

の一部を改正する条例については原案のとおり可決しました。 

日程第８、議案第４号平取町給水条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。提案理由の説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは平取町給水条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます

ので９ページをお開き願います。議案第４号平取町給水条例の一部を改正する

条例についてでございます。提案理由でございますが消費税法の一部改正によ

りまして、平成２６年４月１日より消費税率が５％から８％に改定されること

に伴いまして、平取町水道事業の給水についての料金及び給水装置工事の費用

負担を明記した平取町給水条例の一部を改正する必要になったものでございま

す。それでは改正内容につきましてご説明申し上げますので、１１ページをお

開き願いたいと思います。新旧対照条文でございます。右側の現行欄をご覧い

ただきたいと思いますが、第４条の給水装置の新設等の申込でありますが、こ

の条項は給水装置、給水装置と申しますのは配水管から給水栓までの給水用具

のことを言いますが、それを新たに設置する場合、町による設計書の審査が必

要でありまして、設計額の５％を設計審査手数料として納付しなければならな

いことを規定したものでありまして、その設計審査手数料を納付するときに消

費税が課せられることから、現行規定の１００分の１０５を１００分の１０８

に改定するものであります。次に、第８条の工事の施行でありますが、この条

項は先ほどご説明いたしました第４条の規定による給水装置の設置工事が完了

した場合、町の検査が必要でありまして、同じく設計額の５％を検査手数料と

して納付しなければならないことを規定したものでありまして、その検査手数

料を納付するときに消費税が課せられることから、現行規定の１００分の１０

５を１００分の１０８に改正するものでございます。次に第２６条の料金であ

りますが、この条項は水道使用料金の納付額を定めたものでありまして、第４

条、第８条の規定と同様、納付すべきときに消費税が課せられることから、現

行規定の１００分の１０５を１００分の１０８に改正するものであります。こ

の３条の一部改正は納付基本額の改正ではなく、あくまでも納付基本額に対す

る消費税額の率を改正するものであることをご理解いただきたいと思います。
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それでは改正本文の１０ページにお戻りいただきたいと思います。平取町給水

条例の一部を改正しようとするものでありますが、改正内容につきましては、

ご説明いたしました新旧対照条文表のとおりでありますので、省略させていた

だきたいと思います。附則の１でありますがこの条例は平成２６年４月１日よ

り施行する。附則の２でありますが、この条例による改正後の平取町給水条例

の規定にかかわらず、施行日前から継続して供給している水道の使用で施行日

から平成２６年４月３０日までの間に料金の支払いを受ける権利が確定される

ものに係る料金については、なお従前の例によるということでございます。こ

の附則の第２条の意味でありますが、平成９年に消費税が３％から５％に引き

上げられたときにも同じく条例の一部改正をし、附則で同じ条文を付記してご

ざいます。付記しなければならない理由といたしましては、今回の国の消費税

率の一部改正に伴いまして、消費税法の付記事項の第５条第２項におきまして、

電気、ガス、水道料金の役務で法の施行日前、要するに平成２６年４月１日前

から継続して供給し、平成２６年４月３０日までの間に料金の支払いを受ける

権利が確定するものについては、旧消費税法２９条に規定する税率５％による

ものとなっていることからでございます。具体的に申し上げますと３月の１１

日から４月１０日までの水道使用料金については、４月分として５月末までに

納入することになっておりますが、３月４月にまたがって供給を継続している

こと、料金の確定が４月１０日になることから、この４月分の水道料に適用さ

れる消費税率は旧法の消費税率５％になるということでございます。５月分か

らの水道料につきましては、改正後の消費税８％の適用になります。以上で説

明を終わらせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第８、議案第４号平取町給水条例の一部を改正す

る条例については原案のとおり可決しました。 

日程第９、議案第５号北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規

約についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第５号北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約について

であります。提案理由についてでありますが、市町村職員退職手当組合に加入

している上川中部消防組合及び伊達・壮瞥学校給食組合の解散に伴い、地方自

治法第２８６条第１項の規定に基づき、組合組織団体議会における議決を求め



- 11 - 

るものであります。変更する規約内容についてご説明いたしますので、１３ペ

ージをお開き願います。本組合規約の一部を次のように変更するものでありま

すが、別表（上川）において「上川中部消防組合」を削り、同表（胆振）にお

いて「伊達・壮瞥学校給食組合」を削るものであります。別表においては組合

を組織する地方公共団体等について定めているものであります。附則といたし

まして、この規約については総務大臣の許可の日から施行するものであります。

以上、議案第５号についてご説明申し上げましたので、よろしくご審議願いた

いと思います。以上でございます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第９、議案第５号北海道市町村職員退職手当組合

規約の一部を変更する規約については原案のとおり可決しました。 

日程第１０、議案第６号新冠町・日高町・平取町障害程度区分審査会規約の一

部を変更する規約についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。保健

福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第６号新冠町・日高町・平取町障害程度区分審査会規約の一部を変更する

規約につきまして、ご説明申し上げますので、議案書１４ページをお開きいた

だきたいと思います。提案理由についてでありますが、本規約案は障害程度区

分審査会に関する法律が、従来の障害者自立支援法から障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律通称障害者総合支援法に改正されたこ

とに伴い「障害程度区分」の文言が「障害支援区分」に言い改められたことに

より、新冠町・日高町・平取町の３町で構成する障害程度区分審査会の名称を

障害支援区分審査会に変更しようとする、いわゆる文言整理のための規約改正

であります。変更内容につきましてご説明申し上げますので、議案書１６ペー

ジの新旧対照表をご覧ください。変更の内容が規約の表題に及びますことから、

まず右側の現行の題名中央右よりのアンダーラインでお示した部分の「程度」

の文言を改正案におきまして「支援」に改め、次に（目的）第１条に規定する

関係法律の名称、現行の「障害者自立支援法」を改正案で「障害者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改め、最後に表題と同様（名

称）第２条のうち、現行の「程度」を改正案で「支援」に改めようとするもの

であります。また、議案書１５ページの下から１行目、附則におきまして、こ

の規約案の施行日を法律の適用日と同一である平成２６年４月１日にしようと
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するものであります。なお、本件に関し、当該審査会を構成する新冠町並びに

日高町とは、既に協議が整い、各町とも議会に対してこの時期に同一の規約改

正案を提案しておりますので、この旨申し添えさせていただきます。以上新冠

町・日高町・平取町障害程度区分審査会規約の一部を変更する規約案に関する

説明を申し上げましたので、よろしくご審議くださいますようよろしくお願い

いたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１０、議案第６号新冠町・日高町・平取町障害

程度区分審査会規約の一部を変更する規約については原案のとおり可決しまし

た。 

日程第１１、議案第７号町道の認定についてを議題とします。提案理由の説明

を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは議案第７号町道の認定につきましてご説明申し上げますので１７ペー

ジをお開き願いたいと思います。今回、町道に認定しようとする路線につきま

しては４路線でございます。路線番号１８５番荷菜三浦分譲２号線の認定理由

でありますが、三浦分譲地は１３区画分譲され、現在１２世帯が居住されてお

ります。平成２４年度に住宅建設が進んだところの宅内道路の一部を荷菜三浦

分譲線として、町道認定したところでありますが、その後さらに建設が進んだ

ことから、残りの宅内道路を町道に認定しようとするものでございます。路線

番号１８６番荷菜原田分譲３号線の認定理由でありますが、原田分譲地の宅内

道路につきましては既に荷菜原田分譲１号線・２号線として町道に認定されて

おり、平成２５年度、２６年度の２か年で道路改良することで、現在工事が進

められております。この原田分譲地の宅内道路には突っ込み路線が１か所ござ

いまして荷菜原田分譲１号線・２号線の道路改良に伴い、道路全体の維持管理

上、町道に認定する必要が出てきたことによるものでございます。路線番号１

８７番二風谷ユカラ線の認定理由でありますが、びらとり温泉改築事業に伴い、

建設敷地内に新たに道路が設けられることからそれを認定しようとするもので

あります。路線番号１８８番二風谷分譲線の認定理由でありますが町の定住促

進事業の一環として、二風谷地区に宅地分譲の整備を進めておりますが、この

分譲宅内道路を町道に認定しようとするものであります。それでは各路線の詳

細についてご説明申し上げますので１８ページをお開き願います。荷菜三浦分
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譲２号線でありますが、起点は荷菜５２番地８５、終点は荷菜５７番地３、総

延長１３４メートルですが、道道、町道との重用部分が１３メートルあります

ので、実延長は１２１メートルとなります。道路敷地幅員は６メートルで車道

幅員が４メートルとなります。１９ページをお開き願います。荷菜原田分譲３

号線でありますが起点は荷菜５７番地３、終点が同じく５７番地３、総延長は

８３．５０メートルですが、他町道との重用部分が５メートルありますので、

実延長は７８．５０メートルとなります。道路敷地幅員は６メートルで車道幅

員は４メートルとなります。２０ページをお開き願います。二風谷ユカラ線で

ありますが、起点は二風谷８２番地８、終点は二風谷９２番地６、総延長は１

３５．５０メートルですが、他町道との重用部分が１１．５０メートルありま

すので、実延長は１２４メートルとなります。道路敷地幅員は１２メートルで

車道幅員５．５メートル、路肩が２メートル、歩道が２．５メートルで全幅１

０メートルとなります。２１ページをお開き願います。二風谷分譲線でありま

すが、起点は二風谷６６番地９、終点も同じく６６番地９、総延長は４０４．

５０メートルですが、国道、他町道との重用部分が２３．０メートルあります

ので実延長は３８１．５０メートルとなります。道路敷地幅員は１０．５０メ

ートルから１５．５０メートルで車道幅員４メートル、路肩２．５メートル、

歩道２メートルで全幅８．５メートルとなります。以上でご説明を終わらせて

いただきますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。９番藤澤議員。 

９番 

藤澤議員 

９番藤澤。ただいま説明された全線については、私は歓迎であるという前提の

もとにお伺いをいたします。荷菜原田分譲３号線、１９ページについて伺いま

す。一般的に袋小路といいますか、行き止まりについては町道になりづらい、

なり得ないということで、この数十年っていいますか、そういう認識で捉えて

おりましたが、これはあれですか、総合的な、これからも開発される住宅街で

あるという何がしかの文言がついて認定されるということでございますか。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

町道の認定基準というのが実はございまして、一般的にはその路線に５戸以上

住宅が張りついているという基準が実は１項目でございます。その他土地を寄

付してくれる等いろんな要項がございますが、原田分譲線につきましてはこの

１９ページの見取り図を見ていただければわかると思いますが、この３戸の住

宅が建ってる部分の前の道路の部分を町道に認定しようとするものでございま

す。突っ込み路線ということがあるんですけども、この荷菜原田分譲線につき

ましては既に区画してる分、地主さんが持ってる２区画除いて全ての区画に住

宅がもう全て建ってございます。原田分譲の１号線・２号線道路改良していく
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なかで、ここの３号線の部分を改良しないでそのまま放置するというのは、住

宅の形成上あるいは町道の維持管理上、除雪も含めて非常に不都合があるとい

うことで、地権者と協議した結果そこの土地については、町に寄附しますとい

うことで了解が得られましたので、戸数の５戸的なことについてはちょっと条

件的には合わないですけども、土地については寄付をしてくださったというこ

とがありまして、町道の認定に至ったわけでございます。こういう突っ込み路

線というのは町内あっちこっちに見受けられますので、私どものほうも町道の

認定基準については、十分見直しをして、少しでも良い環境を整えるよう検討

してまいりたいと思ってますので、よろしくご理解のほどお願いいたします。

議長 ほかございますか。なければ質疑を終了します。次に討論を行います。反対討

論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１１、議案第７号町道の認定については原案の

とおり可決しました。 

日程第１２、議案第８号工事請負契約の変更についてを議題とします。提案理

由の説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは議案第８号工事請負契約の変更についてご説明申し上げますので２２

ページをお開き願いたいと思います。平成２５年第９回平取町議会臨時会にお

きまして議決を得ました議案第３号「工事請負契約の締結について（びらとり

温泉改築工事）」の一部を次のように変更しようとするものでございます。平成

２６年３月３０日の工期を６２日間延長しまして、平成２６年５月３１日に変

更しようとするものでございます。変更の理由でございますが、平成２６年１

月２４日開催の全員協議会でご説明申し上げましたとおり、この工事につきま

しては、平成２５年８月８日に入札をいたしまして、８月１２日に請負契約を

締結、工期を平成２６年３月３０日と定め、工事が着工されたわけであります

が、皆様もご承知のとおり、東日本大震災の復興工事のために型工、鉄筋工と

いった技能工、さらには生コンのポンプ車等が十分に確保できなかったことが

工事の遅れを招きまして工期を変更せざるを得なくなったものでございます。

以上、工事請負契約の変更につきましてご説明申し上げましたので、ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 



- 15 - 

議長 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１２、議案第８号工事請負契約の変更について

は原案のとおり可決しました。休憩します。 

（休 憩 午前１０時２４分） 

（再 開 午前１０時３５分） 

再開します。 

日程第１３、議案第９号平成２５年度平取町一般会計補正予算第１２号を議題

とします。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

議案第９号平成２５年度平取町一般会計補正予算第１２号につきましてご説明

を申し上げます。歳入歳出予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の

総額に、それぞれ１億３５４０万１千円を追加いたしまして、予算総額を７０

億３０８４万２千円とするものでございます。２項におきましては、補正の款

項の区分、金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算

補正」によるものとしてございます。第２条繰越明許費につきましては「第２

表 繰越明許費」によることとしてございます。第３条地方債の補正は「第３

表 地方債の補正」によることとしてございます。それでは事項別明細の歳出

からご説明申し上げますので、３８ページをお開き願います。２款１項９目企

画費でございます。予算に増減はございませんが、財源充当の変更となってご

ざいます。内容といたしましては、新エネルギー導入事業といたしまして、び

らとり温泉に設置します、太陽光発電システムの財源の変更でございます。当

初予定をしておりました財源であります、一般社団法人新エネルギー導入促進

協議会の補助金が不採択となりまして、その代替として平成２４年度国の補正

に伴う地域の元気臨時交付金を事業費の２分の１を充当して、残りを過疎債充

当としておりまして、１２月議会に補正をさせていただいたところでございま

す。ところが当該事業につきましての過疎債充当が２次申請でも許可される見

込みが低いというような状況になりまして、その代替財源といたしまして、さ

らに地域の元気臨時交付金が充当が可能になったということから、財源の変更

をさせていただくものでございます。これによりまして、太陽光発電システム

設置事業につきましては、全額元気臨時交付金を充当し、実施するということ

になります。次に、２款１項１０目水資源対策費でございます。１８９万円の

追加でございます。これは沙流川総合開発事業平取ダム建設事業に伴いますア

イヌ文化環境保全対策調査事業に関連いたしまして、今年度から新たに二風谷

ダム下流域のアイヌ文化資産等の調査が加わっております。これにより、必要
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な人材を新規に投与し、調査を実施するということになりまして、当初予算に

不足を生じたことによる追加でございます。内訳といたしましては、４節共済

費、社会保険料１４万３千円、７節賃金１７４万７千円の追加となってござい

ます。次のページでございます。３款１項１目社会福祉総務費、委託料８０万

９千円の追加でございます。これは障害者自立支援給付支払等システム改修委

託料の追加でございまして、障害者総合支援法及び児童福祉法の改正に伴いま

して、給付実績データの集積、分析機能を付加するためのシステム改修、それ

に伴う費用の追加でございまして、これは平成２５年度の国の補正予算の対象

となるということで、補助金２分の１が充当されるものでございます。次に３

款１項２目老人福祉費２８節繰出金、介護保険特別会計繰出金３４万７千円の

追加でございます。これは消費税の税率の変更によります介護報酬改正に伴い

まして、システムの改修が必要となり、これにかかる費用６９万３千円の一般

会計の負担分２分の１の繰出金を追加するものになってございます。次のペー

ジをご覧願います。３款１項４目福祉施設費、これも予算に増減のない充当財

源の変更ということでございます。老人福祉センター改築事業につきましては、

労務費、資材費、面積の増などを理由といたしまして、平成２５年の７月の臨

時議会で４億３９４０万円を追加し、外構工事等も含む全体事業予算を１１億

２８２６万３千円とさせていただいたところでございます。その時点では過疎

債の対象とならない宿泊施設などを見込みまして、基金も２億４９００万円充

当するということにしてございました。その後過疎債の許可が施設全体の事業

費が認められたということ、そのための財源調整を行う内容になってございま

す。ご覧のとおり、町債、これは過疎債でございますが、３億４２０万円を増

額いたしまして、過疎債充当事由には認められない当初見込んだ道補助金、こ

れは地域づくり交付金でございますが、１億円及び基金取崩し額を２億４２０

万円減額する内容となってございます。次に３款１項６目生活館費１１節需用

費１７４万５千円の追加でございます。これは灯油などの燃料費の高騰、電力

料金の値上げ等によります各地区の生活館、生活改善センターなど、３１施設

の予算に不足を生じるということになったための追加でございます。燃料費の

６４万４千円は、執行済額から実績等を考慮して使用見込み等を推計して算出

をしてございます。当初予算単価が９２円という計上でございましたが、最近

の実勢価額が１０４円前後となっております。これが不足の大きな要因となっ

てございます。光熱水費は、電力料金の値上げが要因となり、各施設で不足を

生じるということになりまして１１０万１千円を追加補正させていただくもの

でございます。次のページ３款２項１目児童福祉総務費２３５万８千円の追加

でございます。１８節備品購入費、乳児家庭訪問等備品４５万４千円の追加で

ございます。これは妊娠から出産、子育てにおきまして、虐待を未然に防止す

るため、乳児家庭訪問事業ですとか両親教室等に必要な備品を購入するもので

ございます。内容は妊娠シミュレーター、デジタル乳児体重計、パソコン等と

なってございます。１９節負担金補助及び交付金は常設保育所保育士等処遇改
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善臨時特例事業補助金１９０万４千円の追加となってございます。これは保育

士の確保のために処遇改善に取り組む私立保育園への資金交付を行うというも

のでございまして、交付総額は３７０万円を４保育所、バチラー、振内、弥生、

二風谷に交付するものとなっております。１９節内では通園費などの不用額１

７９万６千円が生じておりまして、これを差し引いた１０９万４千円を追加補

正するという内容になってございます。交付されました助成金は各保育所の保

育士に手当として支給される予定となってございます。次に３款２項２目児童

措置費２５３万６千円の減額でございます。内訳ですけれども、１３節委託料、

保育所運営費２０６万４千円の追加、これは保育児童の保育単価の高い、低年

齢児童の割合が増えたということから保育所運営費に不足が生じるということ

になったことから追加補正するものでございます。２０節扶助費、児童手当（特

例給付分）４６０万円の減額でございます。これは２５年度から新たな特例給

付の制度が取り入れられたことによりまして、特例給付世帯は児童１人当たり

の月額１万円から１万５千円が一律５千円となるということで、これらの支給

額が確定したことによる減額ということになってございます。次のページをお

開き願います。５款１項２目農業振興費１５節工事請負費７３１８万円の追加

でございます。これは平成２５年度の国の補正予算に伴います補助制度を活用

して実施するものでございまして、２４年度国の補正予算を活用して実施して

いる事業に引き続き実施するという内容で、新規就農者用の住宅新築工事費の

追加となってございます。本町地区と振内地区にそれぞれ１棟ずつ、あわせて

２棟を建設するものでございます。これは２６年度に繰り越して実施とするも

のでございます。次に７款２項２目道路新設改良費です。これも予算の増減を

伴わない充当財源の変更ということでございます。当初予算で過疎債充当を予

定しておりましたけれども、荷菜原田分譲１号・２号線改良舗装事業の許可が

厳しくなったということによりまして、充当可能事業であります当該事業に地

域の元気臨時交付金を代替財源として１７００万円を充当し、さらに単独事業

であります本町公園線の拡幅事業の財源の一部１５８万１千円を臨時交付金に

財源充当を変更するものでございます。次のページをご覧ください。９款２項

小学校費１目学校管理費１１節需用費２８３万円の追加補正でございます。内

訳は燃料費２３０万円、これは燃料単価が高騰したことにより不足を生じるた

めの追加補正となっております。光熱水費５３万円も同様に、電気料金の値上

げに伴う予算不足を補う追加補正ということになってございます。次に、１２

款１項１目国民健康保険病院特別会計繰出金２８節繰出金３８００万円の追加

でございます。これは、病院会計の２５年度収益的収支決算見込みが、３８０

０万円程度の損失が見込まれるということで、その補てん措置として繰り出し

を追加するものでございます。次のページお開き願います。１２款１項２目簡

易水道特別会計繰出金２８節繰出金１６００万円の追加でございます。これは

水道会計が実施いたします本町地区簡易水道配水管整備事業に充当を予定して

おりました起債を地域の元気臨時交付金を充当するというものでございまし
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て、当該交付金は一般会計で歳入することが条件となることから、繰出金とし

て、充当可能額１６００万円を繰り出すものでございます。歳出最後に１２款

２項７目平取町ふるさと応援基金積立金２５節積立金７７万８千円の追加でご

ざいます。平取町ふるさと寄附条例によりまして、ご寄附いただいた寄付金を

積立てするというものでございまして、寄付件数８６件、寄付総額で８０万円

となる見込みから当初予算２万２千円に７７万８千円を追加して積立てをする

というものでございます。これによりまして、平成２５年度末で当該基金の残

高は９８６万６千円となる見込みでございます。歳出は以上です。次に、歳入

をご説明申し上げますので、２９ページをお開き願います。１０款１項１目地

方交付税１節地方交付税３３１１万６千円の追加でございます。今回の補正に

より追加となる一般財源につきましては、地方交付税、普通交付税を充当する

ということにしてございます。次に１２款２項１目民生費負担金１節児童福祉

費負担金１８９万４千円の減額でございますが、これは歳出での保育所運営費

の増額に伴う決算見込みの把握によりまして、保育料の負担が所得制限の低い

家庭が多かったということなどから、減額となるものでございます。次に、１

４款１項１目民生費国庫負担金２節児童福祉費負担金２９０万６千円の追加で

ございます。これは保育所運営費の増額に伴います国庫負担金の増加分でござ

います。３節の児童手当負担金３１７万９千円の減額は、児童手当の減額に伴

います国庫負担金の減額というふうになってございます。次に１４款２項１目

総務費国庫補助金２節企画費補助金４９５８万１千円の追加でございますが、

平成２４年度国の補正に伴います地域の元気臨時交付金でございまして、充当

事業は太陽光発電システム１５００万円、荷菜原田分譲１・２号線改良事業等

が１８５８万１千円、水道会計への繰出金、本町地区の簡易水道配水管整備事

業１６００万円となってございます。次のページでございますが１４款２項２

目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金、地域生活支援・障害者総合支援事

業費補助金４０万４千円の追加は障害者自立支援給付支払システム改修委託料

に充当される補助金、充当率は２分の１というふうになってございます。２節

の児童福祉費補助金、子育て支援交付金４００万円の減額でございますが、こ

れはへき地保育所の保育士の人件費に充当されるべき国庫補助金でございます

が、これがですね、３３ページをお開き願いたいと思いますが、この民生費道

補助金５節の児童福祉費補助金の子育て支援対策臨時特例交付金ということ

で、これが道のこども基金から支出されるということになります移行に伴う減

ということになってございます。お戻りいただきまして３１ページの１４款２

項６目農業費国庫補助金１節の農業費補助金、農山漁村活性化プロジェクト支

援交付金３６５９万円の追加でございます。これは新規就農者用の住宅建設事

業に充当される補助金でございまして、補助率は２分の１となってございます。

次のページでございます。１４款３項１目の総務費国庫委託金１節総務費委託

金アイヌ文化環境保全対策事業委託金１８８万２千円は平取ダム事業関連のア

イヌ文化環境保全調査員の賃金等に充当されるものです。補助率は１００％と
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なってございます。次に１５款１項１目民生費道負担金２節児童福祉費負担金

１４５万３千円の追加は国庫負担金同様、保育所運営費の増額に伴う道負担金

の増加分でございます。３節の児童手当負担金７１万１千円の減額でございま

すが、これは児童手当の減額に伴います道負担金の減額ということになってご

ざいます。次のページ、１５款２項２目民生費道補助金３節福祉施設費補助金、

地域づくり総合交付金１億円の減額でございますが、これは老人福祉センター

整備事業の財源変更による減額というふうになっております。５節児童福祉費

補助金、子育て支援対策臨時特例交付金は先ほど説明した国の補助金が道補助

金に移行になったものでございます。同じく、児童虐待防止対策緊急強化事業

補助金４５万４千円でございますが、これは乳幼児虐待防止用備品等に充当さ

れる補助金でございまして、充当率は１００％となっております。同じく保育

士等処遇改善臨時特例事業補助金３７０万円の追加でございますが、保育士の

確保のために処遇改善に取り組む保育所へ交付する資金になってございまし

て、充当率は１００％となってございます。次に１７款１項１目寄附金１節寄

附金７７万８千円はふるさと応援寄附金の決算見込み額を計上しております。

次のページ、１８款１項２目１節沙流川ダム地域振興基金繰入金２億２００６

万円の減額でございますが、これは老人福祉センター整備事業の財源振替えに

よる財源変更、このうち２億４２０万円が財源変更でございまして、あとは後

ほど説明いたします鳥獣被害防止対策協議会からの負担金を見込むことにより

まして、財源の変更が生じておりまして、その分が１５８６万円の減というこ

とになってございます。つづきまして１９款１項１目１節繰越金、前年度繰越

金９４１万３千円の追加でございますが、これは普通交付税同様今回の補正の

一般財源として充当するものでございます。次のページ２０款５項１目２節雑

入１５８６万８千円の追加でございます。内訳といたしまして、日高西部鳥獣

被害防止対策協議会負担金１５８６万円でございまして、これは当初予算で見

込めなかったシカ捕獲等にかかわる国の助成金が決定され、当該協議会を通し

て交付されるということになったため、既に予算措置をしておりますシカ等の

捕獲にかかる歳出の財源として充当するというものでございます。雇用保険被

保険者負担金８千円はアイヌ文化環境保全調査員の雇用保険の自己負担金とい

うことになってございます。２１款１項１目総務債、新エネルギー導入事業に

係る起債１５００万円の減額は地域の臨時交付金を充当することによる減額と

なってございます。次のページ２１款１項２目民生債、老人福祉センター改築

事業３億４２０万円、これは過疎債充当が事業費のほぼ全額許可されたという

ことによる増額となってございます。２１款１項３目１節農業債、これは新規

就農者用住宅整備事業に係る起債３２９０万円でございます。これは新規就農

者用住宅整備事業の事業費から国庫補助金を控除した額に充当率９０％で計上

してございます。これは平成２５年度の補正予算の起債でございまして補正予

算債となってございます。交付税算入率は５０％となってございます。最後に

２１款１項４目土木債１節道路橋梁債、荷菜原田分譲１号・２号線改良舗装事
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業に係る起債１７００万円の減額でございます。これも代替財源といたしまし

て、地域の臨時交付金を充当したことによる減額となってございます。歳入は

以上です。次に、繰越明許費を説明いたしますので、２６ページをご覧願いま

す。第２表、繰越明許費でございます。これは、地方自治法第２１３条第１項

の規定により繰越しとさせていただくものでございます。事業名老人福祉セン

ター改築事業につきましては、東日本大震災等の影響で工事に係る技能工の確

保等が厳しい状況というようなことから、当初予定しておりました年度内での

完成が困難という状況になりまして、総事業費１１億２８２８万１千円のうち

６億４９１５万６千円を翌年度に繰り越して事業を実施するものでございま

す。次に先ほど歳出でもご説明申しましたが、新規就農者用住宅整備事業につ

きましては、平成２５年度国の補正予算に係る事業といたしまして、７３１８

万円全額を翌年度に繰り越して実施するということにしてございます。これら

に係る繰越一般財源の額は３７４万６千円となってございます。最後に、次の

ページ第３表、地方債補正を説明申し上げます。新エネルギー導入事業の限度

額１５００万円を０に、老人福祉センター改築事業の限度額を３億４２０万円

増加額いたしまして１０億８１２０万円に。新規就農者用住宅整備事業の限度

額３２９０万円を追加。荷菜原田分譲１号・２号改良舗装事業の限度額１７０

０万円を０といたしまして、補正後の限度額合計を３億５１０万円増やしまし

て、１４億５７００万円とするものでございます。起債の方法、利率、償還の

方法は記載のとおりでございますので、説明を省略させていただきます。以上、

議案第９号平成２５年度平取町一般会計補正予算第１２号につきましてご説明

申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。４１ページをお開きいただきたいと思います。歳出の関係で３

款２項１目１９節の負担金補助及び交付金のことでお尋ねしたいと思います。

このことは項目説明にあるとおり、常設保育所の保育士等の処遇改善というか

たちでございますけども、実際、日常皆さんたちもご存じだと思うんですけど

も、保育士の確保で相当全国的にも苦労されてる地域が多い。その大きな原因

としては、やはり子どもを預かる責任の重さ、その他一番ネックになってるの

はそれに見合った報酬がなかなか得られてないというこれはもうここだけの問

題ではないんですけども、そういった条件があげられてるなか、この補助金は

大変ありがたいと思っておりますけども、先ほどちょっと聞いたなかで、保育

士へ直接手当として支払われる部分、この部分の金額というのは、この１９０

万、今回の説明にある金額で１９０万４千円のなかからどの程度のウェイトと

して、この賃金というのか、手当として支払う予定なのか、この点が１点と、

それともう一つ疑問に思ってることは保育士の確保にウェイトが高いような説

明として受けとめたんですけれども、保育士の確保の上でも問題は先に述べた
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その責任の重さ、それに見合った賃金等が本当に平取町内の保育所あたりでも

得られているのかなという疑問なところがありますけども、その辺の説明をお

伺いしておきたいと思います。 

議長 保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

お答えいたします。保育士の処遇改善の臨時特例事業補助金につきましては、

国のほうから、今般補正予算のなかでこの全額を市町村を経由して、北海道並

びに平取町、市町村を経由しまして、常設保育所に全額補助、というか補助金

を支出しなさいということでございます。これによりましてバチラー保育園、

振内保育所、弥生保育所、二風谷保育所それぞれ保育士さんいらっしゃいます

けれども、１人平均１０万円前後の今回はこの補正予算ですので一時金として

３月中に各保育士さんに支出されるものと考えてございます。なお、これにつ

きましては、実績報告等を各保育所から提出していただきますので、間違いな

く保育士さんに直接渡るように、こちらのほうとしては保育所長会議等で指導

をさせていただいてございます。 

議長 千葉議員。 

６番 

千葉議員 

中身の金額的なことでひとり１０万一時金ということはご理解できました。た

だ私は、例えば近くにある振内保育所あたりも見てて非常に感じることは、や

はり先ほどから言っているとおりいわゆる子どもたちを預かりながらの職業と

しては非常に出入りがある、あった。いわゆる採用しても、やめていく、とい

う方が数名、ここ近年おりました。その最大の原因は何かというと、やはり賃

金の低さ、それといわゆるその正職員としての位置づけが確立されてない、い

わゆるその臨時的な中身、給与の中身は特にそうなんですけども、そういった

問題に対してやっぱり今後は平取町としても考えていく、そういうものが初め

て基盤としてできて、保育士の確保が私はなされるというふうに、いわゆる階

段形式にね、下のほうからきちっと整備していかないと、いくら保育士の確保

を目指してもですね、私は将来的に非常に大変な仕事かなと思ってますんで、

その辺のことについての町としての考え方はやはり、こういった予算が計上さ

れるほかにですね、町独自で考えていく必要があると思うんですけれども、そ

の辺の将来へ向けた考え方もできれば理事者のほうから伺っておきたいと思い

ます。 

議長 町長。 

町長 それでは、私のほうから申し上げたいと思いますが、今回は国のほうから一時

的なかたちでそういった保育士の処遇改善ということで、補助金としていただ
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けるわけでありますけれども、これらについてはやはり一時的なものではなく、

人材を確保する意味で継続したかたちで、町としては道、国のほうに要請をし

てまいりたいというふうに考えておりますのと、また町としても独自に備品の

購入、あるいは保育士の研修等にも、一般財源を投入しながら、保育士の確保

に努めておりますのでご理解願いたいと思います。 

議長 よろしいですか。ほか、４番松澤議員。 

４番 

松澤議員 

私もなんですけども、４１ページの児童福祉総務費の負担金補助金のところな

んですけども、こういう内容の補助金が出るということは処遇改善すべきとい

う考えに国全体がそういう考えに基づいていると思うんですけども、今回は常

設保育所ということですが、平取町にはへき地保育所っていうものもあります

が、そのことに関して、町としてどのように対応をしていくか伺います。 

議長 総務課長。 

総務課長 町でのへき地保育所の保育士の処遇の関係でございますが、平成２６年度の予

算での計上をしておりますが、現在２号嘱託としての臨時的任用が一号嘱託と

して処遇改善をし、今、先ほど千葉議員が申されました処遇改善と保育士の確

保等を図っていきたいということで考えておりますので、よろしくお願いをい

たしたいと思います。 

議長 ほかございますか。１番櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

１番櫻井です。３８ページの９目企画費の新エネルギー導入事業なんですけど、

これについてはちょっと確認なんですけど、１２月の定例で財源替えというこ

とで地域の元気臨時交付金というのにかわりましたよね。それとあわせて今回

ので、総額で３千万が全て充当されるっていうことで理解してよろしいんでし

ょうか。それとですね、再確認なんですけど、全員協議会等でいろいろ聞くん

ですけどその答えが、そのたびに違うというか、勘違いということもきっとあ

るんでしょうけど、パネルで発電したそのもの、電気量を使用するとしたら本

当に使用者から料金いただけないのかということと、またその電気料金という

か発生した電気を使うとしたらだいたい想定でいいんですけど、年間どのぐら

いの使用量を算出しているのか伺いたいんですが。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

まず財源のご質問でございますが、ご質問の通り１５００万円をさらに臨時交

付金を充当するということで３千万円事業費の全額を充当させていただくとい
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うことになります。それから、太陽光発電の発電量とその料金ということでご

ざいますが、事前に発電のシミュレーションをしたものがございまして、それ

が、発電量といたしましては年間２万１５１２キロワットアワー、金額にいた

しますとこれは使用する施設側の北電から買う単価に置き換えて計算します

と、年間３１万９千円程度ということになっております。ただ売電となります

と単価が今３８円ということになりますので、売電したと仮定しますと大体８

２万円程度、売電できるといったような発電量になってございます。これはあ

くまでも公共施設に設置するこういったシステムはあくまでその施設で消費す

るというのが前提というようなことになっておりまして、こういった公的な資

金が入りますと、売電はできないというのが原則になっておりまして。中学校

はちょっとその法律が変わる以前でしたので、売電も若干ですがしております

けれども、今はそういうような状況になってございます。それで、今申し上げ

ましたとおり、老人福祉センターの一つの施設といいましょうか、仕様として、

建てる上での仕様として発電施設も付けたというようなことでございますの

で、そういったところに管理者が入っていただくということなものですから、

そこから負担金をとるということにはならないというふうに考えておりまし

て、例えとしてはちょっとあわないかもしれませんが、例えば施設に電球とし

てＬＥＤ電球を使ったという場合にその分電気料が浮くということになります

が、その分、浮いた分をくださいというようなことにはなかなかならないとい

うような状況にございまして、その辺と同じような、施設的なことでの整備と

いうことでご理解をいただければと思います。 

議長 櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

これ以上のことについては全員協議会等で伺いたいと思いますのでよろしくお

願いします。最後に地域新エネルギー等導入促進対策補助金というのが１２月

で費目というか充当財源替えしましたけど、本当にこの名称で正しいのかって

いうのを伺いたいんですよね。自分で調べたところによると、２２年度で確か

これこの事業終わっているように役所のほうからは言われたんですけど、本当

にこの事業名で正しいのかどうかちょっとその辺確認したいんですが。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。この辺は当初申請すべく準備等も進めておりましたので、

この財団が取り扱う補助金としてはこの名称になってございます。 

議長 櫻井議員。 

１番 ２２年度でこれ廃止になってるはずなんですけど、そんなことないですか。 
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櫻井議員  

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

そのようなことはなくてですね、現に財団と何度もやりとりをしておりますの

で、この補助金あるという前提で私ども事務を進めてきたという経緯もござい

ます。 

議長 ほかございませんか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

４２ページの新規就農者用住宅新築工事なんですけども、今年度も振内と紫雲

古津に建つんですけれどもこれは２６年度に各１棟ということなんですけど、

新規就農がこの２６年度に何世帯来るのかその辺をちょっとお聞かせして、こ

れは２６年度に建てたいっていうことなんですよね。 

議長 産業課長。 

産業課長 ２６年度に新規就農が来る予定につきましては、町内に１戸１世帯来る予定に

なっております。例年２世帯を入れたいということで、事務に当たっておりま

したけれども、農業人フェア等に行きまして平取ＰＲしてきたところでござい

ますけれども、２６年度については１世帯ということで、予定としては振内地

区に１世帯が入る予定になっております。それでこの住宅につきましては、２

５年度の補正ですけども２６年度に建てて、そのあと入っていただくというよ

うな予定でいる住宅でございます。 

議長 平村議員。 

１０番 

平村議員 

戸数がまだ未確定で１戸しか来ないということで、今２戸ずつ各振内と紫雲古

津に建つんですけれども、やはり、住宅を建てて待ってるのも大事なことなん

ですけれども、やはりもっと勧誘をして、ぜひ来ていただけるような対策をと

ったほうがいいのと、あと、今実習生が実際に今度自分で農地を借りてやりた

いという方がいるんですけれどもなかなか住宅がなくてハウスを借りたところ

に住宅がなくて遠いところから通うような感じになるので、その辺の対策も一

緒にあわせてやらないと、ただ実習で２年間実習が終わってもすぐに農家のほ

うに住む家がないとかそういうのが今回も実習が終わっても入る家がハウスを

借りた場所にないとかそういうのですごく不安がってる人がいっぱいいるんで

すよね。ですからそういうのも対策に入れていかないとだめですし、あとは今

この新規就農のお世話をやっている連絡協議会みたいなのは作っているんです

よね。振内と紫雲古津のほうに。そういう連絡協議会のほうにも、わずかでも
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いいですからやっぱり一生懸命やってる方に補助金が幾らかでもまわしてほし

いという声も聞いたので、その辺も考えているかどうかちょっとお聞きしたい

と思います。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えしたいと思います。新たに本町地区、振内地区に１棟２戸ずつ２６年度

に建てるということで、今まで両地区に１棟ずつ建てておりまして、それにつ

いては期間については２年間の期間、１年目は農家研修に入っている期間、２

年目に実践農場に入る、２年間の期間、住宅に入っていただくということで１

棟２戸整備しました。それで地域からの要請ですとか、新たに入ってきた新規

就農の方が研修終わって、住宅を出た際になかなか住む住宅が見つからないと

いうような要望がありまして、これについては地域からももちろん要望があり

まして、その部分を今度建てる１棟２戸、または既に建っている１棟２戸につ

きましても、戸数が４戸になるということで、４年間、入っていただくという

ようなかたちで予定しているところでございます。２年間で新たに次の人が来

て自分が出て住宅を探さないとだめだということなりますと、新規就農で農地

も探し、ハウスも建て、そしてまた住宅の苦労がそこで生じるというようなこ

ともあるということで、できればそのあと新しい住宅を探す期間、また結構新

規就農の方自分の住宅を建ててる方もいるということでそれまでの期間をその

住宅で入っていただいて、２年間の研修が終わったあとも住宅の心配、２年間

になりますけれどもしないで住宅を探せたり新たに自分の住宅を建てるといっ

たような計画も立てやすくなるんじゃないかということで、地域からの要望、

また新規就農の方からの要望もあってですね、今回両地区に１棟２戸ずつ建て

るということでその要望に応えていきたいというふうに思っております。また

両地区に新規就農の方を応援する団体、振内はネオフロンティア、本町はアン

ビシャスという団体がありますけれども、今までは町、農協が東京、札幌また

大阪のほうに新農業人フェアということで説明会等に出向いた際にこちらの団

体からも一緒に行っていただいておりました。それでその際にその方々の旅費

についてはそれぞれの団体で負担をしたり、町の１％事業でそれにのって補助

事業を行って、そのなかで旅費を出して行ってきたりということで、それぞれ

の団体に負担、また個人に負担がかかってたというような状況もありまして、

平成２６年度からは町も担い手対策協議会のほうに補助金を出してですね、そ

ういう旅費等について、また食料費等について、補助をしていくということで

予算措置をしているところでございますので、今後の予算説明、予算審議のと

きに出てくるかと思いますけれども、よろしくご審議のほう、お願いしたいと

思ってます。以上です。 

議長 ほかございますか。平村議員。 
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１０番 

平村議員 

今のはだいたいわかりました。ただ新規就農の方は、土地を借りて住宅までは

本当に大変なので、なるべくその自分が借りた土地の近くに住宅を住まないと

やっていけないというかたちで、やはり町有地でもね、空いてる休用地とかそ

ういうのをね、確保しながら貸し出すような方法もとってはどうかなと思いま

す。またもう一つは、３５ページなんですけれども、日高西部鳥獣被害防止対

策協議会負担金というのが今回入ってきていたんですけれども、これは毎年こ

れから入ってくる予算なんでしょうか。 

議長 産業課長。 

産業課長 最初の住宅の場所等については十分検討して建てていきたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 町民課長。 

町民課長 お答えします。この事業は２５年から２７年間の事業でございまして、その間

ここから入ってくるようなかたちになります。 

議長 ほか、６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。これもどうしても伺っておかなくちゃいけないことなのかなと

思って、常設委員会のなかでもうちょっといろいろ話は伺っておりましたけど

も、４３ページのほうをお開きいただきたいと思います。１２款１項１目の繰

出金、これは国保病院の会計の繰出金の内訳でございますけども、一般財源か

ら今回３８００万ということで計上されて支出していくということであります

けども、端的に申し上げて今後の、そんな遠い将来じゃなくて今後に向けたこ

の一般財源のほうから今回３８００万ということなんですが、今後に向けたそ

の見込みというんですか、見通しというんですか、病院の経営の中身に対して

の先行きのことちょっと心配してるもんですから、今後どうなのかなというこ

とをまず伺っておきたいのと、それと、院外処方始められて、院外処方による

ですね、いわゆる効果、経費節減含めての薬剤師のこともそうなんですけど、

この効果は今現在どのように推移しているのか、院外処方でなかったときの状

況から比べて、数字的にどうなのかなというのも、伺っておきたい。この２点

ちょっと伺っておきます。 

議長 病院事務長。 

病 院 事 務 それではお答えいたします。この町からの繰入金ですけれども、平成２５年度
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長 につきましては、当初予算２億７千万円に対して今回は３８００万ということ

になっています。昨年度につきましては、当初予算が２億６千万で、３月の議

会で３億５千万追加補正ということで。これからの補正ですけれども、病院と

いたしましてはなるべく当初予算の２億７千万でやっていけるように考えてお

りますけれども、今回追加繰入れにつきましては、主に原因といたしましては

入院収益が落ち込んだことによるものでございますけれども、今、検討委員会

のなかでも現状と課題ということでいろんな意見いただいておりまして、例え

ば外来の収益の単価アップのこと、あとはまた入院患者さんの増についてもい

ろいろこれから対策を考えていかなきゃならないと考えておりますけれども、

例えば単価アップにつきましては、診療報酬、レセプトですけれどもそれで請

求いたしておりますけれども、そのなかで毎月いただいてる患者さんから慢性

疾患などに対する加算があるんですけれども、それが漏れていないかどうか、

漏れていないというのは取れるのに取っていないとか、いろいろありますけれ

ども、それを一応業者にレセプトを依頼して今再点検を行っているところでご

ざいます。あとまた単価アップにつきましては、どうしても先生がたのほうか

ら検査やそういうレントゲン、ＣＴに関してはオーダーが出ないとなかなかで

きないという状況でありますので、その辺についても医師と十分連携を取りな

がら単価アップの方法について考えていきたいと考えております。あと、院外

処方のほうですけれども、平成２５年度４月から院外処方実施させていただい

ておりますけれども、経費のことでいきますと、当初薬剤師２名、それと薬剤

助手ということで、院内のほうはやっておりましたけれども、たまたまですけ

れども平成２５年４月から院外になって、当院に勤めておりました薬剤師２名

が退職いたしまして、その代わりに薬剤師１名を採用して、現在は薬剤師１名

でやっております。それで単純に言いますと薬剤師１名と薬剤補助の分が経費

としては削減されたということで、年間１千万程度の削減にはなっていると考

えております。以上です。 

議長 ほかございませんか。なければ質疑を終了します。次に、討論を行います。反

対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１３、議案第９号平成２５年度平取町一般会計

補正予算第１２号は原案のとおり可決しました。 

日程第第１４、議案第１０号平成２５年度平取町国民健康保険特別会計補正予

算第３号を議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。 

町民課長 議案第１０号平成２５年度平取町国民健康保険特別会計補正予算第３号につい
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てご説明いたします。歳入歳出予算の補正、第１条歳入歳出予算それぞれ１０

３万円を追加し、予算総額をそれぞれ７億７８６５万８千円とする。２項、歳

入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるものとします。５０ペー

ジをお開き願います。１１款１項２目償還金２３節でございます。償還金、利

子及び割引料でございますが４２６万８千円を追加補正するものです。補正の

理由といたしまして、平成２４年度の療養給付費等の負担金の返還ですが、実

績の確定に伴いまして既に概算交付されている１億５０２万６千円に対しまし

て今回の決定額が１億３２２万７千円に決定いたしましたので、超過額が１７

９万９千円を返還する補正です。また、国庫補助金過大交付返納金ですが、こ

れにつきましては平成２２年度の北海道の会計検査実施におきまして、保険者

の医療給付負担金及び財政調整交付金に係る地方単独事業の減額調整率の適用

に誤りがあり、返還することとなりました。６都道県でありまして、北海道は

全ての町村でございます。内容につきましては、保険給付費負担金、これは平

成１８年から２１年度分１６０万１千円、それと財政調整交付金平成１９年か

ら２１年度分、８６万８千円、計２４６万９千円を返還するものでございます。

次、２款４項１目出産育児一時金１９節負担金、補助及び交付金ですが３２３

万８千円を減額するものでございます。理由ですが、本年度の件数が９件とい

うことで３７８万５千円にほぼ確定したところでございます。残額４６２万５

千円になりますので、今回の補正に対しまして、必要な財源の一部を３２３万

８千円を保険給付費から減額し、償還金に充当するものでございます。次、４

９ページをお開き願います。歳入でございます。１０款１項１目１節繰越金で

ございます。３９８８万９千円に１０３万円を追加補正するものでありますが、

これは今回の補正に対しまして必要な財源の一部を一般財源の繰越金から求め

たものでございます。以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。５０ページのほうなんですけども、１１款１項２目このなかで

今回、いわゆる国の、源は国の間違いですよね。その過大交付金を返納すると

いうことなんですけども、全道の各自治体全て対象ということで北海道の場合

そういうふうになってるわけなんですけども、おそらく中野課長のほうもだい

ぶ気づいてると思うんですけど、これを正すための事務的な費やした時間、い

わゆるその、各末端の自治体がこれにかかわる作業量も含めてですね、私は相

当やはり各自治体に負担があったんでないのかなと思ってるわけなんですけ

ど、この辺私は今回しょうがないのかなだけで終わらすような、項目としてど

うしても見過ごせない分があると思います。その辺町長あたり全道の町長会含

めてですね、日高管内の集まりもそうなんでしょうけどこの辺はやはりきちっ
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と国のほうにですね、要望として今後のこういったケースに対しての自治体が

負担してる部分というのを明確にやっぱり出してですね、国のほうとしてはい

や間違いましたすいません直してください、過大でしたよってそういう問題で

はないと思うんですけども、その辺の考え方はね、どのように考えておられる

のか伺っておきたいと思います。 

議長 町民課長。 

町民課長 お答えいたします。まずですね、今回の返還の関係なんですが、基本的には厚

労省のほうは基本的には間違いはないということで、ただ北海道のほうではも

っと詳しく、詳細細かな説明があれば、こういうことは起きなかったというこ

とのなかで今のところは処理されてるような状況であります。この５年間分の

調査の事務量的なものも非常に莫大なものでありまして、今後とも基本的には、

その調整率さえきちっと把握していればこういうことが起きなかったというの

は最終的な結果になりますが、今後とも道のほうも含めて適宜やっていくとい

うことで言われてますので、その点はうちのほうもやっていきたいと思います

のでどうぞよろしくお願いしたいと思います。 

議長 千葉議員。 

６番 

千葉議員 

今中野課長説明だと国は間違ってない、道のほうとしては、道というか各自治

体にしては、もうちょっと詳細を、内訳をきちっと出していればこんな間違い

は起きなかった、これお互いの責任のなすり合いのなかで、じゃあ最後にね、

事務的な経費含めてあるいはその作業量含めての負担はったら各市町村に来る

わけですよ。こういったことが、ただ今回はしようがないねで終わるようなム

ードをやっぱり作らないというのが私はどんなちっちゃな市町村の自治体でも

必要かなと思ってますのでその辺の意見を結集してですね、国のほうには再度

ですね、あるいは道のほうにも実際どこが正しいのか正しくないのかというこ

とは別としても、そういったことがやっぱり起きてるわけですから、これはき

っちりとね、意見として集約して持っていく必要があろうと思うんですけど、

その辺考え方どうでしょうか。 

議長 町長。 

町長 それでは私のほうからお答え申し上げますけれども、この調整交付金について

は国と道の交付金がございまして、以前から道のほうで、非常にわかりづらい

というようなことで、関連でこういう調整率を掛けて、交付金をもらいなさい

というかたちで、その指示に従って、町のほうは国保会計でいただいておりま

したけれども、それが間違いであったということで、これらについては管内の
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７町の町長会議のなかでも道のほうから説明きたときに、私のほうから強く、

こういったことのないようにということで要請をしたところでありますが、今

回の調整交付金について、これは国の調整交付金でありまして、連動して、道

の調整交付金については道の間違いであったということで、それは返還しなく

てよろしいということで大変道のほうも、今後このようなことのないようにし

たいということでありましたので管内、やむを得ないというようなことで了解

をしたところでございますので、ご理解を願いたいと思います。 

議長 ほかございますか。なければ質疑を終了します。次に討論を行います。反対討

論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１４、議案第１０号平成２５年度平取町国民健

康保険特別会計補正予算第３号は原案のとおり可決しました。 

日程第１５、議案第１１号平成２５年度平取町介護保険特別会計補正予算第２

号を議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第１１号平成２５年度平取町介護保険特別会計補正予算第２号につきまし

てご説明申し上げますので、議案書の５１ページをお開きいただきたいと思い

ます。第１条、歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出にそれぞれ６９万

３千円を追加し、それぞれ４億３４２３万４千円にしようとするものでありま

す。それでは、歳入歳出事項別明細の歳出からご説明申し上げます。議案書の

５５ページをお開きいただきたいと思います。科目は３歳出１款１項１目一般

管理費１３節委託料、金額は６９万３千円を追加しようとするものであります。

内容は、平成２６年４月から実施される消費税の引き上げに伴う介護報酬改定

等に関する電算システムの改修に要する費用を補正しようとするものでありま

す。一方、歳入につきましては、５４ページをご覧いただきたいと思います。

科目は２歳入３款２項４目介護保険事業費補助金、１節介護保険事業費補助金

で３４万６千円を新たに補正するとともに、７款１項４目その他一般会計繰入

金１節事務費繰入金で３４万７千円を増額することにより財源を求めようとす

るものであります。要約をいたしますと、約２分の１の国庫補助金を受けまし

て今般の消費税引き上げに伴う介護保険電算システムの改修６９万３千円を行

おうとするものであります。以上、平成２５年度平取町介護保険特別会計補正

予算につきましてご説明を申し上げましたので、よろしくご審議くださいます

ようお願いをいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１５号、議案第１１号平成２５年度平取町介護

保険特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。 

日程第１６、議案第１２号平成２５年度平取町簡易水道特別会計補正予算第２

号を議題とします。提案理由の説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは、議案第１２号平成２５年度平取町簡易水道特別会計補正予算につき

まして、ご説明申し上げますので５６ページをお開き願います。議案第１２号

平成２５年度平取町簡易水道特別会計補正予算でございますが、第１条歳入歳

出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８万４

千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億９９９２万８千円

とするものでございます。第２条地方債の補正でありますが、地方債の変更は

「第２表 地方債補正」によるものでございます。それでは事項別明細書の歳

出よりご説明申し上げますので、６２ページをお開き願います。３歳出１款１

項１目一般管理費におきまして９７万６千円を増額し合計額を３２４１万５千

円にしようとするものであります。２７節公課費９７万６千円を増額するもの

でございまして、理由といたしましては平成２５年９月に平取町簡易水道特別

会計事業の平成２４年度消費税確定申告を行ったわけでございますが、そのと

きに本町地区簡易水道配水管整備工事費の特定財源といたしまして、簡水債を

１７６０万円を見込んでおりましたが、そのうち１３２０万円を緊急防災減災

事業債に変更したため、会計上、一般会計繰入金として処理することになり、

平成２５年３月２９日に補正したところでございます。工事請負費であっても

一般会計繰入金となれば、消費税の控除対象仕入税額に該当しないことから、

その分増額し、納付することになったためでございます。下段でありますが２

款１項２目建設改良費におきまして４９万２千円を減額し、合計額を１億２３

７９万３千円にしようとするものであります。１５節工事請負費において４９

万２千円を減額するものでありますが、理由といたしましては、工事請負費に

不用額が生じたためでございます。また財源を地方債から一般財源に変更した

ものでありまして、理由につきましては歳入のところでご説明を申し上げたい

と思います。次に歳入についてご説明申し上げますので、６０ページをお開き

願います。２歳入３款１項１目繰越金におきまして４８万４千円を増額し、合

計額を１５６万４千円にしようとするものであります。１節繰越金におきまし

て４８万４千円を増額するものでありますが、歳出で申し上げました一般管理

費の増額９７万６千円の財源の一部を繰越金に求めたものであります。下段で
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ありますが４款１項１目一般会計繰入金におきまして１６００万円を増額し、

合計額を７１７７万１千円にしようとするものであります。１節一般会計繰入

金におきまして１６００万円を増額するものでありますが、次ページの６款町

債と関連がありまして、歳入の款別区分に変更が生じたため補正するものであ

ります。款別区分に変更が生じた理由でありますが、本町地区簡易水道整備事

業費において、特財として過疎債を見込んでおりましたが、国の緊急経済対策

として地域の元気臨時交付金が交付されることになったことから、過疎債相当

分の１６００万円を一般会計から繰り入れることにしたものでございます。次

のページをお開き願います。６款１項１目簡易水道事業債におきまして１６０

０万円を減額し合計額を８１３０万円にしようとするものであります。前ペー

ジの一般会計繰入金で申し上げましたとおり、交付金を充当することにより、

町債を減額するものであります。次に地方債についてご説明申し上げますので

５８ページをお開き願います。第２表、地方債補正につきましては本町地区簡

易水道配水管整備事業で限度額を２０９０万円に変更しようとするものでござ

います。また地方債についての現在高の見込みに関する調書につきましては６

３ページに掲載しておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。以上

で補正予算につきましてご説明申し上げましたがご審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１６、議案第１２号平成２５年度平取町簡易水

道特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。 

日程第１７、議案第１３号平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計補正

予算第２号を議題とします。提案理由の説明を求めます。病院事務長。 

病 院 事 務

長 

それでは、平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計補正予算第２号につ

いてご説明いたしますので、６４ページをお開きください。第２条におきまし

て、平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、第３条に定めた収益

的収入の予定額を次のとおり補正しようとするものでございます。収入、第１

款病院事業収益、既定予定額７億１７４１万９千円、補正予定額は３８００万

円の増額となっております。計７億５５４１万９千円、第２項医業外収益の補

正予定額も３８００万円の増額となっております。次のページをお願いいたし

ます。平成２５年度平取町国民健康保険病院特別会計予算実施計画変更となり
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ます。補正予定額は記載のとおりでございますので、詳細は次のページの説明

書によりご説明いたしますので省略をさせていただきます。次のページお願い

いたします。収益的収入の第１款病院事業収益第２項医業外収益第２目他会計

負担金の補正でございます。補正額は３８００万円の増額としております。こ

れは一般会計からの繰入金の増額で、平成２５年度の現在のところ決算見込み

が約３８００万円程度の純損失が見込まれておりますので、その損失を解消す

ることを目的としております。繰入補正をすることにより、収益的収支決算の

額をプラスにすることを目的としており、また病院改築を控え財務状況の改善

も視野に入れ資金不足の解消もあわせてさせていただきたいと考えておりま

す。なお、今回の補正予算は、実質予算の補正事項でありますので収入予算の

補正のみとなります。以上で補正予算第２号のご説明とさせていただきますの

で、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１７、議案第１３号平成２５年度平取町国民健

康保険病院特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。休憩します。

（休 憩 午前１１時４９分） 

（再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。 

日程第１８、請願第１号地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定

のための法改正に関する請願について、 

日程第１９、請願第２号特定秘密保護法の廃止を求める請願について、 

日程第２０、請願第３号労働者保護ルールの改悪反対を求める請願について、

以上３件を一括して議題とします。この３件の取扱いにつきましては、先に開

催の議会運営委員会において協議をされておりますので、その結果について議

会運営委員会委員長より報告願います。８番山田議員。 

８番 

山田議員 

それでは提出されました請願３件についてでありますけれども、先月２月２７

日に開催されております議会運営委員会で協議しました結果、以下の通り各常

任委員会に付託して審査することで意見の一致をみております。まず、請願第

１号地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定のための法改正に関
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する請願について、及び請願第２号特定秘密保護法の廃止を求める請願につい

ては総務文教常任委員会への付託といたします。次に、請願第３号労働者保護

ルールの改悪反対を求める請願については、産業厚生常任委員会に付託として

おりますので、議長よりお諮り願いたいと思います。 

議長 お諮りします。ただいま議会運営委員会委員長より報告がありましたとおり、

請願１号及び第２号については総務文教常任委員会に、請願３号については産

業厚生常任委員会に付託し審査することにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

従って、請願１号及び第２号については総務文教常任委員会に、請願３号につ

いては産業厚生常任委員会に付託して審議することに決定しました。 

日程第２１、平成２６年度町政及び教育行政執行方針の説明に入ります。まず、

町政執行方針の説明を求めます。町長。 

町長 （町政執行方針について説明） 

議長 休憩します。 

   （休 憩 午後 ２時００分） 

   （再 開 午後 ２時１０分） 

議長 再開します。続きまして、教育行政執行方針の説明を求めます。教育長。 

教育長 

議長 

（教育行政執行方針について説明） 

平成２６年度町政及び教育行政執行方針の説明が終了いたしました。以上で本

日の日程は全て終了いたしました。本日はこれで散会いたします。ごくろうさ

までございました。 

（散 会 午後 ２時４０分）


